
ＦＦＧ 平成27年度中間期の業績ハイライト

損益状況

総資金（預金＋NCD）の状況（3行単体合算） 貸出金の状況（3行単体合算）

福岡銀行 平成27年度中間期の業績ハイライト

損益状況（単体ベース）

総資金（預金＋NCD）の状況 貸出金の状況

不良債権の状況（3行単体合算・部分直接償却後）自己資本比率の状況（連結ベース） 自己資本比率の状況（連結ベース） 不良債権の状況（部分直接償却後）

「コア業務純益」は、資産運用商品などの役務取引等
利益の増加及び経費減少等により前中間期比＋44億
円増加の399億円となりました。【過去最高益】
「連結経常利益」は、コア業務純益の増加に加え、債
券・株式関係損益の増加及び信用コストの減少（戻り益
増加）等により、前中間期比＋126億円増加の464億円
となりました。【4年連続過去最高益】
「親会社株主に帰属する中間純利益」は、前中間期比
＋86億円増加の306億円となりました。【過去最高益】

※1 業務純益＝業務粗利益 － 経費（除く臨時処理分） － 一般貸倒引当金繰入額
※2 コア業務純益＝業務純益 ＋ 一般貸倒引当金繰入額 － 国債等債券損益 
※3 信用コスト＝一般貸倒引当金繰入額 ＋ 不良債権処理額 

総資金（預金+NCD）は、個人預金を中心に堅調に推移した結
果、27年3月末比303億円増加し、12兆7,555億円となりました。
※NCD…譲渡性預金

貸出金は、地元企業や個人のお客さまの資金ニーズに積極的
にお応えした結果、27年3月末比1,349億円増加し、10兆
4,452億円となりました。

自己資本比率［バーゼルⅢ（国内基準）］は、27年3月末比
0.64％低下し、8.96%となりました。

　不良債権残高は、27年3月末比72億円減少し、2,366億円とな
りました。不良債権比率は同0.10%低下し、2.24%となりました。

「コア業務純益」は、資金利益及び資産運用商品など
の役務取引等利益の増加を主因に、前中間期比＋35億
円増加の320億円となりました。
「経常利益」は、コア業務純益の増加に加え、債券・株
式関係損益の増加及び信用コストの減少（戻り益増加）
等により、前中間期比＋92億円増加の402億円となりま
した。
「中間純利益」は、前中間期比＋75億円増加の283億
円となりました。

法人貸出金・個人貸出金ともに順調に増加した結果、総貸出金
は27年3月末比1,421億円増加し、7兆9,054億円となりました。

個人預金・NCDが順調に増加した結果、27年3月末比551億円
増加し、9兆1,795億円となりました。

自己資本比率［バーゼルⅢ（国内基準）］は、27年3月末比
0.52％低下し、9.19%となりました。

　不良債権残高は、27年3月末比48億円減少し、1,709億円とな
りました。不良債権比率は同0.10%低下し、2.14%となりました。
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※部分直接償却後（単位：億円）

不良債権残高・比率 福岡銀行 熊本銀行 親和銀行自己資本比率
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不良債権比率

（単位：億円）●3行単体合算

●FFG連結

業 務 粗 利 益

業 務 純 益  

コ ア 業 務 純 益  

信 用 コ ス ト ▲

経 常 利 益
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中 間 純 利 益

資 金 利 益
役 務 取 引 等 利 益
特 定 取 引 利 益
そ の 他 業 務 利 益
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※部分直接償却後（単位：億円）

破産更生債権 危険債権 要管理債権不良債権残高・比率
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ＦＦＧ 平成27年度中間期の業績ハイライト

損益状況

総資金（預金＋NCD）の状況（3行単体合算） 貸出金の状況（3行単体合算）

福岡銀行 平成27年度中間期の業績ハイライト

損益状況（単体ベース）

総資金（預金＋NCD）の状況 貸出金の状況

不良債権の状況（3行単体合算・部分直接償却後）自己資本比率の状況（連結ベース） 自己資本比率の状況（連結ベース） 不良債権の状況（部分直接償却後）

「コア業務純益」は、資産運用商品などの役務取引等
利益の増加及び経費減少等により前中間期比＋44億
円増加の399億円となりました。【過去最高益】
「連結経常利益」は、コア業務純益の増加に加え、債
券・株式関係損益の増加及び信用コストの減少（戻り益
増加）等により、前中間期比＋126億円増加の464億円
となりました。【4年連続過去最高益】
「親会社株主に帰属する中間純利益」は、前中間期比
＋86億円増加の306億円となりました。【過去最高益】

※1 業務純益＝業務粗利益 － 経費（除く臨時処理分） － 一般貸倒引当金繰入額
※2 コア業務純益＝業務純益 ＋ 一般貸倒引当金繰入額 － 国債等債券損益 
※3 信用コスト＝一般貸倒引当金繰入額 ＋ 不良債権処理額 

総資金（預金+NCD）は、個人預金を中心に堅調に推移した結
果、27年3月末比303億円増加し、12兆7,555億円となりました。
※NCD…譲渡性預金

貸出金は、地元企業や個人のお客さまの資金ニーズに積極的
にお応えした結果、27年3月末比1,349億円増加し、10兆
4,452億円となりました。

自己資本比率［バーゼルⅢ（国内基準）］は、27年3月末比
0.64％低下し、8.96%となりました。

　不良債権残高は、27年3月末比72億円減少し、2,366億円とな
りました。不良債権比率は同0.10%低下し、2.24%となりました。

「コア業務純益」は、資金利益及び資産運用商品など
の役務取引等利益の増加を主因に、前中間期比＋35億
円増加の320億円となりました。
「経常利益」は、コア業務純益の増加に加え、債券・株
式関係損益の増加及び信用コストの減少（戻り益増加）
等により、前中間期比＋92億円増加の402億円となりま
した。
「中間純利益」は、前中間期比＋75億円増加の283億
円となりました。

法人貸出金・個人貸出金ともに順調に増加した結果、総貸出金
は27年3月末比1,421億円増加し、7兆9,054億円となりました。

個人預金・NCDが順調に増加した結果、27年3月末比551億円
増加し、9兆1,795億円となりました。

自己資本比率［バーゼルⅢ（国内基準）］は、27年3月末比
0.52％低下し、9.19%となりました。

　不良債権残高は、27年3月末比48億円減少し、1,709億円とな
りました。不良債権比率は同0.10%低下し、2.14%となりました。
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※部分直接償却後（単位：億円）
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熊本銀行 平成27年度中間期の業績ハイライト 親和銀行 平成27年度中間期の業績ハイライト

損益状況（単体ベース） 損益状況（単体ベース）

総資金（預金＋NCD）の状況 貸出金の状況 貸出金の状況総資金（預金＋NCD）の状況

自己資本比率の状況（単体ベース） 不良債権の状況（部分直接償却後）不良債権の状況（部分直接償却後）自己資本比率の状況（単体ベース）

「コア業務純益」は、資産運用商品などの役務取引等
利益の増加や経費減少等により、前中間期比＋3億円増
加の35億円となりました。
「経常利益」は、コア業務純益の増加に加え、信用コス
トの減少（戻り益増加）等により、前中間期比＋14億円
増加の48億円となりました。
「中間純利益」は、前中間期比▲16億円減少の36億円
となりました。

住宅ローンを中心とする個人貸出金が順調に増加した結果、総
貸出金は27年3月末比7億円増加し、1兆836億円となりました。

個人預金が順調に増加した結果、27年3月末比12億円増加
し、1兆3,455億円となりました。

自己資本比率［バーゼルⅢ（国内基準）］は、27年3月末比0.27％
上昇し、10.23%となりました。

　不良債権残高は、27年3月末比6億円減少し、289億円となり
ました。不良債権比率は同0.05%低下し、2.64%となりました。

「コア業務純益」は、貸出金利回りの低下による資金利
益の減少を、資産運用商品などの役務取引等利益の増加
や経費減少でカバーした結果、前中間期比＋6億円増加
の44億円となりました。
「経常利益」は、コア業務純益の増加に加え、債券損益
の増加及び信用コストの減少（戻り益増加）等により、前
中間期比＋20億円増加の66億円となりました。
「中間純利益」は、前中間期比＋19億円増加の50億円
となりました。

個人貸出金が順調に増加する一方で、法人・公金貸出金が減
少した結果、総貸出金は27年3月末比79億円減少し、1兆4,562
億円となりました。

個人預金・NCDが増加する一方で、法人預金が減少した結果、
27年3月末比260億円減少し、2兆2,305億円となりました。

自己資本比率［バーゼルⅢ（国内基準）］は、27年3月末比0.10％
低下し、9.02%となりました。

不良債権残高は、27年3月末比18億円減少し、368億円となり
ました。不良債権比率は同0.10%低下し、2.51%となりました。
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熊本銀行 平成27年度中間期の業績ハイライト 親和銀行 平成27年度中間期の業績ハイライト

損益状況（単体ベース） 損益状況（単体ベース）

総資金（預金＋NCD）の状況 貸出金の状況 貸出金の状況総資金（預金＋NCD）の状況

自己資本比率の状況（単体ベース） 不良債権の状況（部分直接償却後）不良債権の状況（部分直接償却後）自己資本比率の状況（単体ベース）

「コア業務純益」は、資産運用商品などの役務取引等
利益の増加や経費減少等により、前中間期比＋3億円増
加の35億円となりました。
「経常利益」は、コア業務純益の増加に加え、信用コス
トの減少（戻り益増加）等により、前中間期比＋14億円
増加の48億円となりました。
「中間純利益」は、前中間期比▲16億円減少の36億円
となりました。

住宅ローンを中心とする個人貸出金が順調に増加した結果、総
貸出金は27年3月末比7億円増加し、1兆836億円となりました。

個人預金が順調に増加した結果、27年3月末比12億円増加
し、1兆3,455億円となりました。

自己資本比率［バーゼルⅢ（国内基準）］は、27年3月末比0.27％
上昇し、10.23%となりました。

　不良債権残高は、27年3月末比6億円減少し、289億円となり
ました。不良債権比率は同0.05%低下し、2.64%となりました。

「コア業務純益」は、貸出金利回りの低下による資金利
益の減少を、資産運用商品などの役務取引等利益の増加
や経費減少でカバーした結果、前中間期比＋6億円増加
の44億円となりました。
「経常利益」は、コア業務純益の増加に加え、債券損益
の増加及び信用コストの減少（戻り益増加）等により、前
中間期比＋20億円増加の66億円となりました。
「中間純利益」は、前中間期比＋19億円増加の50億円
となりました。

個人貸出金が順調に増加する一方で、法人・公金貸出金が減
少した結果、総貸出金は27年3月末比79億円減少し、1兆4,562
億円となりました。

個人預金・NCDが増加する一方で、法人預金が減少した結果、
27年3月末比260億円減少し、2兆2,305億円となりました。

自己資本比率［バーゼルⅢ（国内基準）］は、27年3月末比0.10％
低下し、9.02%となりました。

不良債権残高は、27年3月末比18億円減少し、368億円となり
ました。不良債権比率は同0.10%低下し、2.51%となりました。
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